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2015 年９月 24 日（木）15：30〜17：00 
第１部 各教科・コースにおける授業の進め方 
 １）理科・美術科・音楽科・初等コースからの報告 
 理科   竹下俊治 先生 
 美術科   三根和浪 先生 
 音楽科  伊藤  真  先生 

























  Ｂ 未学習の必須事項の補充 
  Ｃ 指導案の作成 











































日時：平成 28 年１月 23 日（土）13：30〜16：30 
場所：第１会議室 
内容： １ 広島大学の取り組みにおける成果と課題 
２ 福井大学の取り組み─教職実践演習を中心に─ 
       福井大学教育地域科学部・准教授 遠藤貴広 
３ 島根大学の取り組み─ポートフォリオを中心に─ 
        島根大学教育学部・准教授 冨安慎吾 
４ 各大学におけるポートフォリオ・システムの事例 















































































○教師力 10 の力の設定 
学校理解：学習者理解 教科基礎知識・技能 授業実践 リーダーシップ・協力 




 取り組み１ 他専攻の学生に自分の学修の履歴を話す 









































































































・月曜日５コマ同時開講（今年度 18 クラス） 
・教室確保の困難さ（来年度同時に確保できる教室数現時点で最大 16 教室） 





・教科別のクラス規模の規準を 30 名程度から 40 名程度とし，クラス編成を見直す。 
・非常勤講師担当部分の合同クラスは，50 名程度とし，非常勤講師の人数に合わせて
調整する。 















 第２回 抽出ポートフォリオの作成に向けて（２会場で説明） 
 第３回 基準５・６のふりかえり 
 第４回 基準７・基準８のふりかえり 
３）第５〜６回 基準５〜７のフォローアップ（非常勤講師） 
 第５回 基準５・６の講話「生徒理解と学級経営」（合同クラス） 
 第６回 基準７の講話「教育公務員と学校」（合同クラス） 
 ・非常勤講師への事前質問はなし。これまでの質問からピックアップして提示する。 
４）第７〜14 回 基準１〜４のふりかえりとフォローアップ（各教科） 
 ・各教科での実施。ポートフォリオの作成を推奨。 
５）第 15 回 ポートフォリオの完成（基準８フォローアップ）（各教科） 
 第 15 回 抽出ポートフォリオの完成「私にとっての教師とは」を，抽出ポートフォ
リオの目次および「はじめに」として書き，抽出ポートフォリオを完成させる。ま
た，グループ内で個人の発表を行わせるとともに，代表者に発表させる。 
③「教職実践演習」における評価の改善 
・教職実践演習期間中のワークシートおよび作成提出物は，実物の回収・返却方式によ
って全てのチェック・評価を行い，e ポートフォリオへのアップロードは自由選択と
する。 
・e ポートフォリオは，４年前期までのものを参照する際に活用する。 
・学生によるレベル判定とチェックシートは，従来通り基準ごととする。 
・基準５〜７のふりかえり時のまとめ，フォローアップ時のまとめにおける自由記述は，
要検討。 
④３年次までの教職系授業科目における改善 
・新入生への全体的な指導としては，特に変更はない。 
・２年生，３年生については，教職科目，教科教育科目，教育実習指導でなるべく e ポ
ートフォリオに言及し，授業における学習内容としていく。 
・教職科目，教科教育科目，教育実習指導との連携の可能性を検討する。 
・３年生の教育実習に実物ポートフォリオを持って行けないか，実習部会と検討する。 
（間瀬茂夫＊・竹下俊治・山崎敬人・草原和博・森田愛子・吉田成章） 
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